
 

第二次スクリーニング計画の作成 

第二次スクリーニングの計画的な実施に向け、今後の調査方針や留意点等をとりまとめ、第二次スク

リーニングの実施計画の立案を行う。 

今回の調査結果より、図 3.1に示す優先評価で B2 と判定された。 

第二次スクリーニングの実施に向けては、図 3.2 に示す優先度選定フローが国土交通省から提示さ

れており、今回の調査結果より、［すべり崩壊・すべりによる変形］［擁壁倒壊・擁壁変形］のいずれも

経過観察と判定され、今後は『経過観察』で変状の進捗等を観察していくことが望ましい。 

 

経過観察の内容および頻度については、表 3.1より、青葉台、千福が丘地区の優先度評価はランク B2

で「盛土下の不安定な土層有」に該当しない盛土なので、『頻度レベル：中』に該当する。 

経過観察の実施頻度は、表 3.2で示す『定期点検は 5 年、異常時点検は適宜』実施する。 

「定期点検」「異常時点検」の内容については、表 3.3に示す。 

 

表 3.1 経過観察頻度のレベルの定義、盛土の分類、優先度ランクの関係 

 

（出典：大規模盛土造成地の経過観察マニュアル P.7） 

 

表 3.2 経過観察頻度レベルに応じた実施頻度 

 

（出典：大規模盛土造成地の経過観察マニュアル P.9） 

 

  



 

表 3.3 経過観察の種別及び点検内容 

 

（出典：大規模盛土造成地の経過観察マニュアル P.8） 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1 優先度評価フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2 優先度の高い盛土を選定するフロー 


